
 考えるための文学　
   ～移行期的混乱を生き抜くために～

11/3（土）

2018

岡山大学文学部プロジェクト研究　映像表現と人文学

13:00-15:00
岡山大学津島キャンパス 文法経 1号館講義棟 10 番教室

                       平川克美氏のプロフィール
          1950 年、東京生まれ。隣町珈琲店主。立教大学客員教授。文筆家。
早稲田大学理工学部機械工学科卒業後、翻訳を主業務とするアーバン・ト
ランスレーションを設立。リナックスカフェ代表、ラジオカフェ代表を歴任。
著書に『小商いのすすめ』『「消費」をやめる』( ミシマ社 )、『移行期的混乱：
経済成長神話の終わり』( ちくま文庫 )、『路地裏の資本主義』( 角川 SSC 新書 )
『言葉が鍛えられる場所』( 大和書房 )、『経済成長という病』（講談社現代新書）
『「移行期的混乱」以後：家族の崩壊と再生』（晶文社）など多数

平川克美さん講演会

入場無料 /事前申込不要

『小商いのすすめ：「経済成長」から「縮小均衡」の時代へ』
『21世紀の楕円幻想論：その日暮らしの哲学』

←詳細は文学部HPで！

前例なき時代をどう生きるか？
いま求められる知性とは？

人口の減少で経済が縮小しつつある
21世紀の日本。これまでの常識や前例
が通用しない時代に、いま必要とされる
人文学の知の可能性を考えます


